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論　　文　　の　　要　　旨
　被子植物の種子形成過程では，胚発生や胚乳形成、およびそれに伴う母胎側組織（珠皮1珠心）
の退縮等害起源や機能の異なる組織の発生1分化および退化が連続的に進行する。徐々に分裂する
胚と異なり重複授精の結果起こる胚乳形成はヨ植物種によって多様ではあるがラその多くはヨはじ
めに核分裂を起こし多核胚乳（シンシチウム）ででき、ある時期に急速に細胞壁合成が起こり細胞
性胚乳が形成するといった特徴的なものであると知られている。子葉に貯蔵物質を蓄積する『無胚
乳種子』においてもヨ種子形成過程で一過的に上記の胚乳の形態変化が起こると分かっている。次
世代を担う胚に比ベヨ胚乳に関する研究はヨその主たる機能である貯蔵物質の蓄積及びその制御に
ほぼ限られておりラ細胞性胚乳の形成過程に関する生化学的実験は行われていなかった。
　細胞性胚乳の形成機構を明らかにしていくためにはヨまず蓼形成過程の生化学的解析や関与する
遺伝子産物の同定が必須である。この様な観点からヨ本論文では，材料としてニンジン（D伽o〃∫
鮒o肋cv．Kurodagosu双）を用い害胚乳形成時に特異的に出現するタンパク質を検出しヨその発現
の解明と機能の推測を行っている。同時にヨ組織化学的手法を用いて細胞性胚乳の形成過程を解析
し、胚乳組織における最外層細胞の生化学的分化を発見している。
　本論文中では，まず雪開花一完熟までのニンジン果実の成長曲線の作成と内1外部形態の観察を
行ない，果実形成過程における総タンパク質のパターン変化を電気泳動法により比較し雪急速な胚
乳形成が起こる時期に一過的に出現する分子量80kの糖タンパク質（GP80）を検出している。枇（し
いな）や部位分けした果実の電気泳動パターンの比較からヲGP80は未熟種子中に存在することを示
しラGP80を精製し生化学的特性を調べ、この糖タンパク質は冒1）高マンノース型糖鎖を持ちヨ2）
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塩可溶性でNaC1存在下ではモノマーの形状を取るがラ3）生体申では凝集しているか或は細胞壁等
に結合していると思われる。と結論している。
　次にラG　P80の精製標晶を用いて抗体を作製し免疫学的解析を行ない，本糖タンパク質が未熟種
子中のみに存在しヲかつ胚由来ではないことを明示している。さらにラ細胞性胚乳の形成に伴い出
現するサブタイプG　P78についても解析を行っている。G　P80とG　P78は事1）抗原性が同一，2）
N末部位のアミノ酸配列と少なくとも1つの内部ポリペプチドのアミノ酸配列が同一ラ3）ポリペ
プチド部分の分子量が同一であるためヲ両者問の2kの分子量差は糖鎖の違いに起因すると推察しラ
またラ双子葉植物の他科1属の未熟胚乳中にも類似タンパク質が存在する可能性も示している。
　さらに事免疫組織化学的手法を用いヨG　P801G　P78の局在部位を解明している。G　P80の存在
時期には胚乳は空洞組織（centra1cavity）の周縁部に形成されたばかりであるがヨGP78の出現時
期には空洞組織は細胞性胚乳で満たされていることを示しラ胚乳の様相が大きく異なっているのに
も関わらず，G　P80とG　P78は常に胚乳最外層に局在することを明らかにしている。本結果は事胚
乳形成におけるG　P801G　P78の時期1空問的のみならず胚乳形態依存的である大変ユニークな発
現様式を明らかにしていただけではなくヨそれら糖タンパク質が胚乳最外層の一貫した機能に関わ
る可能性を示唆している。
　最後に本論文では冒上記の観点からニンジン胚乳最外層の特徴を組織化学的に解析している。著
者はいまだ未報告であったニンジン種子貯蔵タンパク質の同定を行いラその胚乳中の局在を調ベラ
種子貯蔵タンパク質は胚乳最外層に存在しない事雪またラ胚乳細胞のプロテインボディー中に含ま
れるシュウ酸カルシウム結晶もラ胚乳最外層に存在しない事を明らかにしている。GP801GP78
の局在と併せて考えう胚乳最外層は他の内部の細胞と生化学的に大きく異なり、貯蔵物質を蓄積す
る以外の役割を有する可能性を示している。さらに事種々の組織染色を行い。形成途中の胚乳最外
層ではRNA量が極めて高いことも見出している。これはヲ細胞性胚乳形成のinitiati㎝citeである
最外層がヲその後も分裂組織としての活性を保持する可能性を推察させる。本研究結果は，双子葉
植物の胚乳最外部の生化学的分化を新たに示したものであり盲G　P80を含む最外層のRNA翻訳産
物の更なる解析を通して胚乳形成における最外層の役割を明かにしていく事が出来ると考察してい
る。
審　査　の　要　旨
　本研究は，胚乳形成という生理1生化学的研究の極めて難しい過程を解析するための糸口を作っ
た点で大きな価値がある。またラ細胞性胚乳形成過程に関する生化学的解析はヨ最も研究が進んで
いると思われる単子葉植物イネ科においてもこの一ヨニ年の内に行われたに過ぎず雪本研究の先駆
／生。独創性は高く評価できる。今後の進展によりヨ被子櫃物における胚乳の役割に関して新たな提
言ができると期待がもてる。
　よって事著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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